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住民の皆さまが落ち着きを取り戻しつつある頃に現地を訪れました。猛暑の中、水に浸かった家財など廃棄

のための搬出を終え、消毒や乾燥作業を繰り返し続けられているところでした。居室などがひとたび浸水す

ると、再び生活できる状態に戻すには、3～４週間も必要となることを実感しました。 

 また、浸水範囲は事前に公表されていた洪水の「ハザードマップ」とほぼ一致しており、“浸水リスクが高

いと示されていた場所で、実際に大きな被害が発生している」という現実を目の当たりにしました。 
 

 この“西日本豪雨”の発生を踏まえ、国の中央防災会議は、水害･土砂災害からの避難に関するワーキング

グループを設置、避難対策の強化に向けた検討を様々な視点から進め、今後実施すべき対策などをとりまと

めた報告書を作成しています。この報告書の結びには、国民一人ひとりが主体的に行動しなければ命を守る

ことは難しい。行政には避難対策の強化を求めるが、加えて国民の皆様につぎのことを強く求めるとあり、

「国民の皆様へ ～大切な命が失われる前に～」という強いメッセージが添えられています。 

 当時、災害発生時の対応について考えを整理しきれていなかった私にとって、「最後は自分の判断で命を守

る」という防災の原点を、明確に示してくれるものでした。 

 避難指示などを受けて速やかに避難することは重要です。自然災害は予測不可能な部分も多く、最終的に

は各自が状況に応じて判断し行動することが、命を守るためには不可欠だと思います。 

皆さまは、このメッセージをどのように受け止められるでしょうか。 
 

＜国民の皆さんへ ～大事な命が失われる前に～＞  

・自然災害は、決して他人ごとではありません。「あなた」や「あなたの家族」の命に関わる問題です。 

 ・気象現象は今後更に激甚化し、いつ、どこで災害が発生してもおかしくありません。 

 ・行政が一人ひとりの状況に応じた避難情報を出すことは不可能です。自然の脅威が間近に迫っている

とき、行政が一人ひとりを助けに行くことはできません。 

 ・行政は万能ではありません。皆さんの命を行政に委ねないでください。 

 ・避難するかしないか、最後は「あなた」の判断です。皆さんの命は皆さん自身で守ってください。 

 ・まだ大丈夫だろうと思って亡くなった方がいたかもしれません。河川の氾濫や土砂災害が発生してか

らではもう手遅れです。「今、逃げなければ、自分や大事な人の命が失われる」との意識を忘れないで

ください。 

 ・命を失わないために、災害に関心を持ってください。 

  ◦あなたの家は洪水や土砂災害等の危険性は全くないですか？ 

  ◦危険が迫ってきたとき、どのような情報を利用し、どこへ、どうやって逃げますか？ 

 ・「あなた」一人ではありません。避難の呼びかけ、一人では避難が難しい方の援助など、地域の皆さん

で助け合いましょう。行政も、全力で、皆さんや地域をサポートします。 
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